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は じめ に

　
ハチ 勅傷に よ る 過 敏症 は 主 と し て IgE抗 体 に よ る

即 時型 ア レ ル ギ ー
反応 に よ る．そ の 診 断 は ハ チ 刺 傷に

続 くア ナ フ il ラ キ シ
ー
症状の 病歴 と と もに ，ハチ 毒を

用 い て の 皮 膚反 応 ，
IgE−RAST ，白血球か ら の ヒ ス タ ミ

ン 遊離反応な ど の 検査 が行 われ そ の 有 用性 が 認 め られ

て い る
lb− s）．

　皮膚反応は有用 な方法 で あ るが ハチ 毒 中 に は ヒ ス タ

ミ ン
5 ｝，セ ロ ト ニ ン

5 ｝

，抗 コ リ ソ エ ス テ ラ
ー

ゼ 様 物質 η
，

phospholipase −．42ε］’
，　melittingl ，　hyalur（）nidaselo 」

な ど

の 生物化学的活性物質が含 ま れ， こ れ らの 物 質 は 非特

異 的 に 局所 の 発赤 膨疹 を起 こ す こ と が で きる ．よ っ て

皮 膚反応 に お い て は 非 特 異的 な 局所 反応 が な く， 特異

的 な反応 を示す抗原の 製剤，濃度 の 決定 は 重要 で あ る．

　我 々 は 正 常者 と 野生 ハ チ 刺傷 に よ り全身性 ア ナ フ ィ

ラ キ シ ー症 状を 示 し た 過 敏症 者 の 2 群 を対象 と し，皮

膚反 応 と し て 掻皮 反応，皮内反 応を お こ な い ，それ ら

の 患 者 血 清 中 の IgE 抗 体 を RAST に よ り測定 し た ，

　本 研究 の 目 的 は
， （1｝ ハ チ 過緻症 の 診断 に は 皮膚反

応 ， RAST が どの 程度有用 か ，（2〕 皮膚反 応 に お い て

どの 位の 抗原濃 度 が 適切 か を検討 す る こ と で あ る ，さ

ら に こ れ ら の 方法 に よ る 各 ハ チ 毒抗原問 の 共 通 抗原

性，ま た 各検査法 の 結果 の 共 通 性 も検 討 した ．

方　法

　皮膚反 応 ：抗原 は ア シ ナ ガ バ チ
，

ス ズ メ バ チ ，
ミ ツ

バ チ の 凍 結 乾燥 毒 航 原，す な わ ち venom ・extract

（Pha   acia，　Sweden）； PoiiStes　species 　wasp ，　 lie・

spttla　species 　ye 監！ow 　jacket，　Apds 　7鰓 〃舵 堀 　honey ・

Abbreviation： RAST 　radioallergosorben 卜test

bee を 用 い た ．検査 の 直前 に こ れ ら の 抗原 を 希釈液

｛NSA ・DILUENT 　Pharmacia ，　 normal 　 serum 　al．

b   in （human ）   ．03％ sodium 　 chloride 　 G．9％

phenol　O．4％） を用 い て ，
　 IO倍 の 希釈系列を 作 り．掻

反 反応，皮内反応 を行 っ た ．

　皮膚反応 は す べ て 前腕 屈側 に て お こ な い 15分後 に 膨

疹 な らび に 発赤 の 直径 を測定 し た ．

　掻皮 反応 で は 掻皮 し た 方 向 と直角に 反応の 囁を測 定

し，皮内反 応で は 縦横 直径を測 り平均 値を求 め た 。判

定 は 石 UStl〕の 基準 に 従 っ た ．

　 RAST ： Phadebas　RAST 　 kit　（Pharmacia ，

Sweden）を用 い ，同 k三tの 標 準血 清 に よ り 01234

（
一

十
一
汁州 十 卅｝）と表現 し た，

　血 清 ：血 清は
， 皮膚反応 の 直前 に 採血 し ， 分離後一

80℃ に 凍結 保存 し た ．

対　 象

　 正常者群 ：ハ チ 刺傷 の な い 14人 で ， ア ト ピ ー
性疾患

の な い もの で あ る．男 6人，女 8 入，年 令は 9 才か ら

58才 ま で
， 平均 35才 で あ っ た ．

　 ハ チ 過敏症者群 ：ア シ ナ ガ バ チ ，ス ズ メ バ チ の 刺島

に よ り全身の 蕁麻疹．意識障害な どの 全身反応を示 し

た もの 15人 で 、男 U 人 ， 女 4 人 ， 年令 17才か ら69才ま

で ，平均 4了，3才 で あ っ た 、 こ の うち 1名 は 蕁 麻疹 の 既

応 が あ っ た．気 管 支喘息，ア レ ル ギ ー｛生鼻炎，ア トピ ー

性 皮膚炎 の ア ト ピ ー
性疾 患 の 合併 の あ る もの は な か っ

た ．最終刺傷に よ る症状発生時か ら検査ま で の 期間 は

1 ヵ 月 か ら19年 ま で 平 均 3 年 6 ヵ 月 で あ っ た ．過敏症

老群 に は ミ ツ バ チ 飼 育者 は 含 まれ て い な い ，刺傷 した

・ハチ の 種 類 は ア シ ナ ガ バ チ ， ス ズ メ バ チ で あ る が 記 憶

に よ る た め ， そ の 種 の 正 確な決定は 困 難で あ っ た ，

　栃木県 で ア シ ナ ガ バ チ と 呼ば れ る もの は ，ゼ グ ロ ア
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シ ナ ガ パ チ （Piistes　．iadtt，igae　D ．　T．）． フ タ モ ソ ア ン ナ

ガ バ チ （　po 　gistes　chinenLsis 　antenatis 　勲 占ガd 螂 冫 で

勘 俗 ’8∫ species に 属 し ，
ス ズ メ バ チ と呼 ば れ る もの は

コ ガ タ ス ズ メ バ チ （施 5加 砌 α 薦 ∫nslttaris 　D ．　T．）， ヒ

メ ス ズ メ パ チ （　；
「e．IPa　tropica　Pi41chra　B紛 邸 0 η ）、 ク ””

ス ズ メ バ チ （物 幼 κ如 ．勲 Z鹿 6ρ51e ｛：tlsii　Cainep’on ） な ど

で ，1セゆα species お よ び VeslPuLa　species に 属 し 欧米

で は ，hornet，　yellow 　jacketと 呼 ぼ れ る も の で あ る．

結　果

　 L 掻皮反 応

　i＞正常者群 ：wasp ，　yellow 　jacket，　honeybeeの 3

種 の 毒抗原 で 濃 度 1000μg〆ml か らO．1μg！ml ま で の 10

倍 希釈 系 列を作 り検 査を お こ な っ た ．各抗 凍 の 各濃度

に お い て す べ て 陰性 で あ っ た ．

　ii）過敏症 者群 ：wasp 毒抗原 IOOOμ g／ml ，　 IOOμ g！

ml ，10μg〆m 】の 各濃度で は そ れ ぞれ 14名 （93 ，3％．；・　r　 ll

名 〔73．3％）， 1 名 （6、6％） が場 性を示 し た ．

　yellow　jacketで 同様 の 抗原濃度で 14名 （93．3％），

6 名 t／40％）， 1 名 （6．6％） が陽 性 を示 し た ，

　 henevbee 毒抗原 で も同様の 濃度で 12名 （80％）， 7

名 （46．6％）， ユ名 （6，6％） に 陽性 で あ っ た ．1． μ g／

ml 、　 O，1μ g〆ml の 抗原 濃変で は い ず れ に お い て もす べ

て 陰性 で あ っ た L

　 2．皮 内反 応

　 i） 正 常者 群 ：wasp ．　yellow　jacket，　 honeybee い ず

れ の 毒抗 原 で も 1．eμg ！mlt 　 O．1μg ！ml の 濃度で い ず れ

も陰性を示 し た ． こ れ よ り高 い 抗原 澄度 に つ い て み る

と、wasp 毒抗原 100μglm1 濃度 で 14名（100％〉が 陽性，

10μ g〆ml 濃度で 1 名 （7．1％） に 陽 性， 6名 （42 ．8％）

に 弱陽性 で あ っ た ．

　 yellow 　 jacket毒 抗 原 100μg！ml 濃 度 で は 1銘

（ID ％）に 陽控 ，10μ g！m1 濃度で は 2 名 に 陽性， 8 名

に 弱陽性 を示 した。honeybee 毒抗 原 で は 100μg／m1 濃

度 で 14名 ：（100％）に 陽性 ，10μ g／
’

ml 濃 度で は 1 名 に 陽

性， 5 名 の 弱陽性者を み た．

　 ii）過敏症者群 ：wasp 毒抗原 で は 1．eμ glml 濃 度 で

陽 性 13名 （86．6％），弱陽 性 2 名 （正3．3％），0．1μg！m1

濃度で 陽性 4 名 （26．6％）， 弱陽 性者 8 名 （53．3％）で

あ っ た ．
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表 2　 過 敏症 者 群 で の ハ チ 毒 抗 原 に よ る掻皮反応 の 結果
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＃ 分母 は 発赤 を 分子 は 膨疹の 直 径 を 示 す．

本表 に ば 正 常者群 は 除 い て あ る が す べ て の 濃度で 陰性 で あ っ た ．

　yellow　jacket毒抗原 で は 1．Oμg／m1 濃度 で 陽 性 n

名 （73．3％）， 弱 陽性 3 名 く2  ％），
0 ．1μg／m1 濃 度で 陽

性 5 名 （33．3％），弱陽性 5 名 （33．3％）で あ っ た ，

　honeybee 毒 抗 原 で は 1．eμg，iml 濃 度 で 陽 性 2 名

q3 ．3％），弱陽性 4 名 （26．6％〕 を み た に す ぎな い ．

　い ず れ の 拉 原 で も濃度 が 0．  5μg！ml 以下 で は 陽 性

率が著 し く低下 し た ．

　以上抗 原濃度 LO μg〆m1 を用 い て の 皮麹反応 の 結果

を まとめ て み る と，wasp ，　yel］ow 　jacket　＄抗原で は 正

常者 群 の 全員に 蔭性 で あ る の に 対 し，過敏 症老 群 で は

86．6％ −73．3％ と高 い 陽 性率 を示 し，弱陽 性者 も陽性 に

加 え る と両抗原 で の 陽性率は そ れ ぞれ 100％−93，3％と

な っ た ．honeybee 毒抗原で は 正 常者群で すべ て 陰性

で あ り．過敏症者群 で は 13％ の み が 陽 螳 で あ っ た に す

ぎない ．一
方抗 原濃 度 1 μ glm1 ，

100μg！ml で は 正常者

群 に 高 い 比率で 非特異的陽撻を認め た ，

　 3，RAST

　 i） 正常 老群 ：す べ て の 抗原 で RAST ス コ ア ーは 0

で あ っ た ．
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抗 原 ： 
．
属 sp yel ］＝

’a’ia：kei ho旧 、
・bec

． 」
丶
＼ 、濃 度 …　　　　 i

鼓鱸＼ il°°・・！
哨　　　　　　　1

113 Lo
：

：

；

；

｝
．

∩　 1 ．占
…

i100μ 9尸
’
rnl

…

「　
 一一

T
−

　　　lo　 　 　 　 Lo
；

5
旨

：

0 ．1
…
iloo鰭 ！ml
3

…

…

…

　　　　…
10 LeilC   三

1
…1。・ 1。

．
… lI 一

ニ

1 『
Eill

× 10．　．罰　「．．一　．　一　　「．i6x6　 　 　 　 　 　 ÷ 　 　 　 　 　 　 　一
；

：

旨 一 i1凹 e
‡

：

…
6 × 6
　 　 　 　 ÷

；

：

　　　．一

一
i35x図 　 i
l　 　 　 　 　 　 　 　 ；1 ．

一　　I
　 I
　 …　．

：
：

…

i35x35
… ド

搬
一

i ：

：

：

i35x30
… 「

［IPqo
一

　　　　　　　唱

一
；
［

F

2

3

4

」
⊃

ρ
P

冖「

8r

ソ

1〔，

11

12

13

14

暢 性 者数 i

賜 牲 率 110魄

lgx9 　 1　 　 　 　 I

i2呂× L18
丁
｝　　　 …

ほ 1× 11 ．i6 × 6　 ．…

i3〔】 X 　／is　 i上6 × 16
−

…

… 7× 7　 ．i5 ×6　 ．…

…i）5XZ5
．
iユ0 × 10

−
［

：1（IXIo 　 r　　　　 　 ．
：2εx 三s　　：　　　　　 ：

17 × 6　 　 ；　 　 　 　　 ・
ド　　　　　　　　　　　　1　　t　　　　　　　　　　　　　　　
1！t〔1× L）⊂｝　 ：　　　　 　 1

17x7 　　 16x6 　　 ：

　　　　　　 キ 　　　　　　 ト
．1

i21×22　 il5× 三5
−

…

iEIES　　 i δ x6 　 ．…

：35×31：　 i17× 三7
−

…

／］1 × 12 　　；］主X ！］　　 ：

i35× 35　 125 × 25　 旨

：】〔1x1 こ；

i25x25T
．：
　　

．．．．

i6。6 ．…r， xs 、…

i22x22　il：　＞t
　ls

−
…

i8×8 ．i7x7　 i
；22 ×2三

ア i12× 三2
土 i

i7x7 ＿i　　 」
i⊇7X き7　

’
　i　　　　　　　…

轟 ・ i −…
昌

i4名　 i　 三名　i
：

　 　 i ア，1％ …

oD

％

〔Io

％

　 　 　 十
i26x26

： PXlli4

と x 舵

i一謎 7 ．
：　’？　f × 2eIl8x8

＋

i8x8 　 1
融 繭 藪

÷ 1
｝12 ・ ！2 ．i
：44 ＞q 哩

i 呂：ヌ：8

i21× 21i

…
　 　 一十 l
l35 × 3 コ　 118 × IS　　：

l　 　　 　 　 　 l　 　　 　 　 　 l
コ　 　 　　 　　 　 　　 　 　　　 　　 　 　　 　　 　 　
1警 ．難 ＋ μ 茎⊥  i
35 × 3u　 i雌 x24 　 i

ユOXIG 　 ：　　 　　　 ：

　 　 　 十 罫　　　　　
一1

25 × 25　 ：　 　 　 　 1

．至x5
＋ i4＞： 4

± i
21x21 　 ：14× 14　　：

8x8
＋ i7x7 上 i

22× 23　　：12X 玉2　　：

　 8x8 　　 16 ．x6 　　 1

…す薦 9＋ i18ン：ls
” i

　 8 × 8　 　 ：　 　　 　 　 ：

　 　 　 →．：　　 　　 一：

1／9x2 ．
ヨ　　 l　　　　　　 l

　 l銘 　 i　 ε 名　 i

　 10D弩　i　 14，3炙ξ i

　　　 」

　　　　…

sx8 　i　　　　　　　　　 　コ

；うこlx ：i〔：　 i
　　　　…
　7x7 　．1
薨幻

』
…「

　　　　ヨ　F　y 　　「　　由　1　　　ノ’　ノ　　　　　　　
12xlz 　 i

　　　　…

i15x ユ5
−
i

l　 　 i
！ 7x7 　　 1

．
u

弩

　

0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
1 了 X7 　 　 …　　 　 　 　 ｛

；28× 2E　　 l　　　　　　 ：

ISX8 　　 ； 7 × 7　　 1

：2s × 28　 ：17× 17
−．

：

； 7× ア　 ．： 7× 7　 ．：

i25 ×25
』

…15X 三5
−

i
I　 　　 　　　 ：　　 　　 　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
16x 弓　 　 ：　 　　 　　 ：

1とど X2 てガ i　　　 　 i
I　 　　 　　　 ：　　 　　 　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i 汽× A 　　 ：　　　　　　 ：　　　ゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12｛、Y2 〔l　 l　 　　 　　 l
I　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．

16 × 6　　 1　 　　　 1

i21：iX20 　 i　 　 　　 i

l 呂XFI 　　 l　8　x き　　 1　　 　　　　　　　　 　　　．L　　　

i35・”3si22x2 ピ i
l　　　　　 l　　　　　 l

l8x8 　．　 i　　　 　 i

［
2〔麟

1i

　　 i’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
iユClxl三 ．i　 　　　 i
i24× 2［，　　i　　　　　　 i
l5

夙 5 　．レlx4 ．i
2 三 X2 三　 iL4× 14

−
i

　　　　 i　　　 i
δX 呂　　 17 × 7 ： ：一

　 　 　 　 十 1

2どX29 　 ；国 X14
　 　 　 　 　 　 ；

　 　 　 　 　 　 1

7x7 　　 乳

　 　 　
一

十 　 ：

† 　｛．一
　 ；

　 ：

　 ：

　 ：一　 ：

一
：　　　

一
：

：

：

：

：一
　

　
　
一

2εX26 　 ：

　 　 　 　 　 　 鬘

　 　 　 　 　 　 ；

7x7 　　 ：．．．・．　 　 十 ：

25x25　　1
　 　 　 　 　 　 二

　 …
　 1
　 ヨ

　 し一
1

　 …

一

一

　　　皿
：

：

「

7
：　 　 　 −
il

　013

％

14名　 i　 1 名
　 　 　 　 　…

蜘 弩 　17 ．1霧

：

：

：

：

i

〔lo

％

：

：　 　 　 財

：

io ％

＃分母 は 発赤，分子 は 膨疹 の 直径 を示す．

　 　 　 　 　 　 wasP

　 　 　 　 　 　 　 r ＝0，180
RAST ス コ ア ー

ρ ＞ D．OS

3

2

1

儡

●

　

　

　

　

　

　

・

　

　
一

●

　

　

　一
　
●

　

　

　

　

　

一

・

・

．

．

．

一
．

●

●

●

　

　

　

　

　

●

　

　

　一
　
．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

−

；
；
…

」

齦

yellow 　jacket
　 　 　 　 r ＝O．13S

RAST ス コ ア ー

　　　　i
3　　 1

　 　 　 　 1

2　　 1
■

　 　 　 　 l
　 　 　 　 l

　T　　 lo
　 　 　 　 lo

ρ＞ 0、05

：　 ●

：　 ：

●

一一一

●

｝［一
●

・ 」

一

隰
　

0
一

「

ll

｝

　 　 　 　 　 h。肥 ybee

　 　 　 　 　 　 　 　 r＝O ．249
RAST 　ス コ ア

ー
　 　ρ ＞ 0．05

3

21

o

　 　 ｝　 　 　 　 ÷ 　 　 　 　 　／；

　 　 皮 内反 応

■ 過敏 症 者 　 o 正 常 者

ニ 　　　　
ーF 　　　　÷

皮 内反 応 皮 内反 応

　図 2．皮 内 反 応 （抗 原 濃 度 1，0μg 〆m1 ） と ｝gE 　RAST ス コ ア の 関 係，

相関係数 は 過敏症者群 の み を 対象 と し て 皮内反応 の
一

± ＋ “ の 結果 を 0123
と し て 計算 し た ．以 下 の 図 は 同 様で あ る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

933生井 聖
一

郎他

＿凝｝　 〔　 ）「1劉
r　@[　

… 一
@　　　　　び　　コ　　コ　　び
@　　　ぼ　@　　コ　コ　　ロ　　コ　　　　@ロ@　香@ロ　　ロ　　ロ　

　
　

　

ロ
　 　
ロ

　

　
o羲．

@　　「o）|．．

」

．　F

　．

@　．

F．　ﾒ
匚
］』

「 　

　

．

　

．

．

．

1

pu
獣

　燈
冖
　

o

　
5X

@　

　
　

×C．
、

卩，、卩
，0，湘r

， nー」
…ーコ
一一鹵
ーヨー
11

．

　

F
　

．

斗

幽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

　
　

　　
　

　

　　 　 　

　　 　　 　i
　 　 　 　　

　 I

　 　 　　

　圏
　 　 　 　　

ー ε
O8診冖5二

1

　

爿

　

．
．1
＝

@

　

Xl

@噌
@　　

P

i
−　

　 ’：
　

　・

　　
　
：

　

　　昌

　
裁

X
爲

＋
・

…
・

…
…

　
OX

ー

11
　．　．
1一，，，，，引，，，，」
．．亅

|i ．ー
L

、 i

− −

求 1． ．墾 懸 如 魍 e 機 醴慧駈 疎

、
穏 潔楢饐

余燕

cc
…：
<TAB>1

　1　

1　　

@ 　 」　． 　−

　　

　 　
　

　　　　　

@　
@
．　
　I
　 I　　．

萋

一
　　 ：摯i_i

<TAB>i

1
　 　

　 ： 　　
　］<TAB><TAB>爿　　

　 　 ：鍍¢

1 い 一 1

1<TAB><TAB>
十
iﾚ

競 9 」

： oif つ

<TAB>÷　 　

@@ 十 く「 o賊娠 卜 i 　『三 <TAB>司 ｡ 爿 @m

殳

玄ト 』「 ． <TAB>g

廴D ：广吋<TAB>．一
： 鬥

<TAB>
ヨ

講 i 　　．leζう　：　　一　：　　　3<TAB>……<TAB>III<TAB>一　　：ミー　　・o　　l<TAB>：<TAB>1　　　：　　　1<TAB><TAB>1　　　

F<TAB>1<TAB>：<TAB>し
<TAB>　一l　　　I<TAB><TAB>「<TAB>1<TAB><TAB>　　層　＼o　’e　駄i

@O 　l　　1<TAB>
． 　 　

． 　 　 　 ．

　 　 　．　

　 　 ．　　

　
」

　　 ．

　 　 ．

@@
．　　 ．　　　 ． 　　．　 　

@．　　　．　　．　　．<TAB>1　
　 　 @

．　I　
　 　　
　 　　

　　

@@
　　　　　　　　　　
　 　1 　1<TAB> 　   　　 l

　
購 　

　 ： 　o
　　 ：　o 　

F
　

パ

　

@ ：
　〕　 　：

　 　
： <TAB>． <TAB>1

　 　 　

： 　　　

n<TAB><TAB>｝ 　

　 　：<TAB>

． 一一 ．

． ．

DD ． ． ． ．L ． − 　 董r＿i ＝ × ×
m

：｛1一
<TAB>［<TAB>
．．

．

DD
． ．

一

． DI 　 　

　
l<TAB><TAB>1<TAB>1<TAB><TAB>

　　1 。@O
　・　 　

…　　 ．
<TAB>

…： ：

c<TAB> 　 …
旨

　　i
．

田

FF 出 　　 ：o 　 ： 再

　
　．<TAB>賢 i

・ 　、
思　　lo

　：　 … <TAB>F<TAB>1
　　

　 ：
　 　　1<TAB><TAB>t　　　　：<TAB>ト<TAB>唱

B

。i 二×IX
’ひ嬉

<TAB>：<TAB>　
　 …，<TAB><TAB>…<TAB>

<TAB><TAB>
　

　…o装… 　o

　 ．　

　 卜　

@ 幽 <TAB><TAB>「

一 ：　
　 3…琴
　 ！…三…

艮 |ｻ い 　
　 19
　 i °

i<TAB>：
　
　

　

：

@
　

　
1

F011 σ ｝

× iXぐ 、： 
． <TAB><TAB>
： 　　 　i<TAB>十 1　

黶 D 婚 固
Xl

× ．

O 【^ 〕． F一．圏 c
、1<TAB>
十ζ

冫 ：5
つ一：孕

穿×

， o ：悟 冖・ρ

つ<TAB>一
ト ：：
し つぞ o：−

IX
燈i旨<TAB>十　　

　 　　
1 ℃i 蕊×：×

u

燈：り・N<TAB><TAB>：

<TAB>1<TAB><TAB>
　　…尋隸1斡

ｨ1

　　

…<TAB>…
… ……
<TAB>………

…<TAB>　

÷ i 　爿　
1 　　［マー

ゴ 灘賊
　 iol

：　　幽．<TAB>

　 　

El ぜ喇二<TAB>÷
I 　　
　 l　

　 　t  、の1融Xl×。ol卜1

<TAB><TAB>
“　　

　　　：
じ i
蓉 XiX燈：

ロ ． 一

<TAB>十
〇 ； し

u→：鵠XiXOIピコー：磐<TAB>十一」め一1「rc×ixrrlひ等伺f吟<TAB>十lQGr、：c刈

ix

卜
I

Q ： o ■ <TAB>土 　

　　1三の： z ：》 XiX   lr つ

F 甲 　

　

　

v<TAB><TAB>　 ÷　 ； o  

「 ひ“× i
xo ： o 　 ： 争 】．閲．．．．．．． L ． ． <TAB><TAB>ｫ1

一己o 　 　

→XXの　　 一
r →<TAB>　 　 i 艨1
　　1<TAB>． 　 　 　．

　　 ． 　 　 ． 　　．

@

　
− 　　
．　

　 　．

　　　．　　　

D
　 　　．　　．　
　 ． 　

　． <TAB>………：<TAB>至

@i

＋ 　　＋きi鏨
撚 一　

　1 　　｝：団　

@ 鬥 <TAB>　 　

1 ×羽
<TAB>十　　 　 ÷　　　刊 鞭
爻 i翻 竇 N 旨 寸　

No 　 ‘   IN 尸→：5つ 　

@　　

IN

［

目<TAB>一　　　爿・
− i黙
　ゆド×：X　　

：

× 【、 1「》 　

　望）

1 崘： N　　　　

r 門
<TAB>十一1吟一：マX：X冖

「

Hl

寸

争
ぴ

p ：o 一

・
睡 ． X：Xc

り
lor

｛ 1LD<TAB>

ｱﾏ ワ 1 卜 一 ・ 勢． X ： XCO 、一 く1 マ ‡ @@@ 覗 一 ： 〇 ・ 　
@ 冠
）

． 一

DX：X　　×IXOIo　　　 1守Hlビ）<TAB>：「71冖<TAB>÷一：cつ帽・的．X：X尸剣：的H

F
：

つ
<TAB>

十 〇　 亭ご 一 　 朝
x 　xo 　

qOH ．

e つ<TAB>憩

§一 　

　 　

@@ 　 「 　 　 1 冖謝 <TAB> … … <TAB>… … <TAB>． D@H
…

8 ！、　
　 1　
・ 　l　

o　　

f3<TAB> ｛ 　 　 　 ；

@ 　
　

　 　

l　　　l<TAB>：<TAB>1<TAB>旨<TAB>I　　　l<TAB><TAB>」<TAB><TAB>［<TAB>　演o　o<TAB>．　　　．　　　．　　．　　．　　．　

@ ．

　　

　幽
　 　　

D 　 　　． 　
　　 」 　

　 ．　　

圏　 　

． <TAB>

cc …： <TAB>　： 　： 　 　1 『冫 　 @O 　　

lo
　　： d

　 ：　

… <TAB>ヨ

： @@@ 　

F 　
　 　 　　

1<TAB><TAB>F

@　1… <TAB>引． N 卜
1冖i× i ×

卜 1ぐql

尸
す <TAB>

FI 　　　l<TAB><TAB>　<TAB><TAB>
1<TAB>　

§o　o<TAB>
．

　　．　　　幽　

　．　　 　 　

　　．
　 　．

　 　．　　 ．

@
　．　　　．

　 　　
． 　　　．　

@

　層
　　唱<TAB>　
… 　…
　 …“　［

<TAB>　 i

　 @|@
　「o　

　

： 6　：　旨<TAB>1<TAB>
： 　 　　

：
　

　　

<TAB>

<TAB>

　 　
1<TAB>
： <TAB>一

g ：1 寸卜・ 1 − ×

； × ト1ヱ<TAB>［ <TAB>3<TAB>｝<TAB>： <TAB><TAB>き<TAB>．副　 O
　 l 　　
… <TAB>， <TAB>

萋 i<TAB> 　
il

　 　lLr

j　　： o　

　： づi 　 】 <TAB>冨

<TAB>十1　　 　 1　 　　1 ．
　 一【 、 旨「 イx
…× r1 ：尸→．　 一<TAB>

<TAB>I　　 　 l<TAB><TAB>十自

靆 iXo ： 寸

一：酔

<TAB>爿・のo；
冖 ｛×

i ×o：
」つ．

 

十；

のトー旨ひ司×…
×卜一

u
つ 1↑

9<TAB>　
<TAB>…<TAB><TAB>1<TAB>　一．．

黶

F 等§i
　 　．

■ぐq　

ｴ

　：　一　 ：

<TAB>：： <TAB>i
｝ …i　I1<TAB>

　：

@

十
ヨ

　

@

　モー
il 寸

．　
　・

0
・
一

　 ．．
　 　　

　 　層゚蕊美

  @：
　 　 ：
一 <TAB>　　 　

．

（

二1一<TAB>十 i
　　十 ｛ ：ピ 》　 　 　： 寸 ロじ
． −　 　 OG ・一．．X ： X 　 　 X ｝XoOl 吟 　 　 　 ool 寸

1 尸r 　 　 　 　 lrｨ<TAB> ｝ <TAB>層　　 　i！

コ 【 ．「
； 一．XIX ト1 くつlrr
<TAB>十：卜巽 撰 」oo哩匙 丶：σ⊇<TAB>≠N ： ひ 艾i受

v
“

R ・ o 广→：L
亀 <TAB>† ・。 i鴇×1 ×

°°i 皀<TAB>干・ひ…專　婚Xl×　　×
伽ぴ：u 勹

　　

I

：
寸<TAB>

ｫ
鋼 × 謡<TAB>刊

卜 i 匿

× 1 ×ピ
、i鷺

<TAB>
刊L 論燈　一×
　 ×o　
凵 参　
一<TAB>蝉選i

ﾂ
‘ i　Oq　

： <TAB>：：<TAB><TAB>
．導i歳驫論　

ﾂ

　　
i ×
… 琴×…××1 ×

@
． 　　鵬G》・
r ト　　
　　

　o・o　

@

　

　

　　

@
　 
IN

@ 冖 　 　

　 　 　
1掴 <TAB>一：

o
つ　

　　ie つ<TAB>
蟻 轟蓋』×

F

×

×：×　
　 ~ D ． N・ 〔 、　σ 閨 “塵　   冖 唱 1ひつ @@@3p

× <TAB>\
　 　

　 　
十 ｛

O
 

　

　
　

！
ビ
：

冥
i
殳

翼

i
支
．

　

　

　
　

　

　
　
　
　

　

卩2

  @ ゆ
i2<TAB>

十 叢 蟹 除 <TAB>キ 寸： LP − ： ピ 》 × ：X．Σ i ε <TAB>キ



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

934 野 生 ハ チ 過 敏 の 診 断

表 5　 wasp ，　yellow　lacket，　honeybeeの 毒 抗 原 に
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陽佐 者 数
： 9 　　 　　 Ll　 　　 　 ど
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・

幌
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賭
・
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陽
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※ RAST ス コ ァ
ー

　iD 過敏症 者 群 ：wasp 毒 抗 原 で ス コ ア
ー 1 以 上 の

陽性を示 し た もの は 9名 （60％），yellow　jacket毒抗

原 で 陽 性 を示 し た も の は ll名 （73．3％） で あ っ た ．

honeybee 毒抗 原 で は 2 名 （．13．3％ 〉の み 陽 性 で あ っ

た ．

　以上 RAST 陽件者 は す べ て 過敏症 者で あ り．掻皮反

応 ま た は 皮内反応 で も陽 性例 で あ っ た．

　図 1 は 正 常者 群 と過 敏症 者 群 と で RAST に お け る

RAST カ ワ ソ ト （cpnl ＞を比較 し た もの で ある ，　 wasp

と yellow 　jacket毒抗原 で 正常者群 と過敏症老群間 の

cpm 値 の 平均 値 の 差 は 有 意 で あ っ た ．．一
方 honeybee

毒抗原 で は 有意な 差 を み な か っ た ．

　4．各 ハ チ 毒抗 原 を 用 い て の 掻皮反応，皮的反応、

RAST の 結 果 の 関 係

　過敏症 者群を 対象 と し て 3種 の ハチ 毒抗原 の お の お

の に お け る 各検 査 値 の 相 互関係 を 検 討 し た ，

　皮内反 応 と RAST ス コ ア
ー

との 関 係 ：用 い た 3種

の 抗原 で RAST ス コ ア
ーと 抗原 濃度 1．eμ g〆md を 用

い た 皮内反応 の 強 さとの 問の 関係を図 2 に 示 し た．

　正 常者群 で は皮内反応 も RAST も 3 種 の 抗原 で す

べ て陰性 で あ っ た．

　過敏症者群 で は wasp ，　yellow 　jacket毒抗原 で 多く

の 対象者が ス コ ア
ー 1参上 で ， 1名 を除 き全 例 で 皮 内

反 応弱陽 娃以上 で あ っ た ．RAST ス コ ア
ーと 皮内反応

の 強 さ と の 問 に は 有意 な相 関 は な か っ た ．honeybee

毒抗原で は 過敏症者群 の 半数が RAST ，皮内反応 に 陰

性 で あ り両者 の 間 に 相関 を み な か っ た ．

　 3鍾 の 抗原 に つ い て 皮内反 応 の 結 果 を弱陽 性以上 を

示す 最小抗原濃度 に し て 計算 し て も結果 は 同様で あ っ

た．

　5，図 3 は wasp ，　yellow 　jacket、　honeybee 毒抗原 問

で の 掻皮反応 の 結果 の 糊 互関係を示 し た も の て あ る．

1000μ g，
・’
ml の 濃度で は 正 常者群 と過敏症者群 を よ く

分離 した．

　掻皮反応 の 結果 を 陽性を 示 す最小農度 （閾値
「
冫 で 示

す と，過 敏症者 群 で wasp と yeUow 　jacket，
　 wasp と

honeybee毒 抗 原 と の 間 に そ れ ぞ れ r ＝ 0．65 （p く

0．01），r＝  ．535 （p 〈 O．05） の 有意な相関 を認 め た，

　図 4 は wasp ，　yellow　jacket，　honeybee 毒銃原間 で

の 皮 内反応 の 結果 の 関係を 示 し た もの で ある．1．Oμg，i

ml 濃慶 で の 結 果 を反応 の 強 さで 表現 し た 場 含．過敏 症

者群 で wasp と yeilow 　lacket毒抗原 の 間 に 1 ＝O．69

（p ＜ O．005） の 有 意 な 相 関 を 認 め た が wasp と

honeybee 毒抗 原，　 yellow 　jacketと honeybee 毒撫 亰

の 間 に 有意 な鋸関 を み な か っ た ．

　 こ の 場合，皮内反応陰性，弱陽性 ，陽性，強陽性 を

任意 に それ ぞれ   ユ 23 の 点 数 を与 えて 計算 した ．再

び 1．0μg！ml の 濃度 で の 皮内反 応 は 正 常者群 と過鐓症
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　　 　 一　　　　　† yellow 　jecket　一　　　　　十 　heneybee　　　
−

　　 　 　　 　 ● 過 敏 症 者 　 O 正 常者

　図 3 ．wasp
，
　 yeilow 　jacket，　 heneybee毒 抗 原 に よ る掻 皮 反 応

m じ の 強 さ の 疑較．

　

き
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　　　　　甌 4 ，皮内反応 （抗原漂度 LO μg／ml ） に お け る wasp ，　｝
rellow

　iacket，honeybee毒

　　　 抗 原 に よ る反．応 の 強 さ の 相関．
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　　　　　　　　 yellow 　jacket　　　　　　　　　　　　　　　　　　honeybee 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　honeybee

　　 　 　● 過 敏 症 者 　 O 正 常 者

　　図 5 ，wasp
，
　yellow 　iacket，　honeybee 毒 抗 原 に よ り 1gE　RAST ス コ ア

ー
の 相 関．

老 群 と を よ く分離 し た ．

　皮 内反応 の 結果を弱陽性ま で を示す最小濃度 （閾値）

で 示 す と，過敏症 老群 で wasp と ｝
・ellow 　jacket毒 抗

原 と の 間 に 有意 な 相関 r ＝   ．856 ゆく O．005） を 認め た

が ，wasp と honeybee 毒 抗 原，　 yellow 　 jacketと

honeybee 毒抗原 と の 間 に は 有意 な相 関 を認 め な か っ

た ．

　図 5 は wasp ，　yellow 　jacket，　honeybee 毒抗 原間 で

の RAST ス コ ア
ー

の 相関 を み た も の で あ る ．過 敏 症

者群で wasp と yellow 　 jacket毒抗原間に 相関の 傾向

（r ＝ O、482， 0。1＞ p＞ 0．05） を 認 め た が wasp と

honeybee毒 抗．．原 ，
　 yello“

r　jacketと honeybee 毒抗 原

と の 問 に は 有 意 な相関 を認．め な か っ た ．
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考　案

　 ア シ ナ ガ バ チ ，ス ズ メ バ チ な どの 野生 ハ チ 刺傷で 全

身性 の ア ナ フ ・ラ キ シ
ー

症狄 を示 し た有症状者群 を対

象 と す る と 掻 皮反応 で は wasp 、　yellow 　jacket毒抗原

の 1000μg 〆ml 濃度 で と も に 15名中14名 （93、3％ ） の 陽

性を 示 し た ，皮 内反応で は ，1．0μg〆m1 農度 の 抗原 で 陽

性者 は 15名 中 13名 （86，6％） お よ び 11名 （73、3％）で ，

弱 陽 性 も揚牲 に 含 め る と 15名 （IOO％ ）
，

14名 （93．3％ ン

と高 い 陽件 を 示 し た ，

　正 常者群は こ の 濃度で すべ て 陰性 で あ っ た ．

　掻 皮反応，皮内反 応 と もに そ れ 以 下 の 濃箋 の 抗原液

を 用 い る と過敏症者群 の 陽性 率が 低下 し た ．逆 に 抗 原

液濃度を高め る と正 常者群 で 陽性者 が 出現 し非特 異的

反癖 の 出現を 意味す る こ と に な る，よ っ て 本蘇究 に 用

い た 抗原 に か ぎり上 記濃度 で の 皮膚反応は 過敏老 と非

過敏 者 と の 鑑 別 に 最 も適 し て い る と考え る．用 い た 抗

原は 異な る が Zeleznickuら の 所 見に ほ ぼ 一致す る成

績で あ っ た ，

　高濃 度 の 抗 原液 で は 正常者 で も皮 内反応 陽性を示 す

も の が多か っ た ，ハチ 毒中 に は ヒ ス タ ミ ン
6；，セ P トニ

ン
5｝
，キ ニ ン 様物質，melitting，

　hyaluronidaseTOi，phos −

pholipase −A28｝，抗 コ ジ ソ エ ス テ ラ ーゼ 様物質
7 ｝な どの

化学伝達物質や 生物化学的活 性物 質 が 含 まれ て い る ．

phospholipase−A2 は 細 胞膜 の リ ン 脂 質 よ リ ア ラ キ ド

ソ 酸を遊離 させ
．一一

連の ア ラ キ ド ン 酸爆布 の 連鎖反応を

起 こ す 可 能 性 が 考 え ら れ る
！2J
．　 melittin は phos・

pholipase−A ，の 作用 を促進す る．

　本研 究 に 用 い た ハ チ 毒抗原 は す べ て 透析 が 行 わ れ ’1・

低 分子 の 成分が除か れ て い る が，高濃度の 抗原液を使

用 し た 場合 は ，こ の よ うな生物 化学 的活 性物質 に よ り

正 常者 に 非特異的陽性反 応を起 こ しや す い と考 tt られ

る，

　 ハチ ア レ ル ギ ーは 即 時型 ア レ ル ギ ー
反応 で あ り，血

清 IgE 抗体 の 検査 は重要 で あ る．本研 究 に お い て も，

過敏症 者群 で は wasp ，　yellow 　jacket毒 抗原 に 対す る

RAST で 73、3％，60％の 高 い 陽 性率を示 し た ．一
方正

常者群 は す べ て ス コ ア ーO の 陰性 を示 した ． こ の 結果

は RAST の in　 Vitro検査 法 と して の 有用 性 を示 し て

い る．し か し過 敏症 者群 の 相 当数 で RAST ス コ ア
ー O

が あ り， こ の よ う な例 で も皮膚反応は ほ と ん ど 陽性 で

あ っ た ．逆 に RAST 陽性者 は す べ て 対応する抗原 に よ

る皮膚反応 が陽性 で あ っ た ．こ の 結果 は RAST が 陽殊

で あ れ ば ・ ・チ 過 敏 を 示 し，RAST が 陰 性 で あ っ て も皮

膚 反 応 を実 施 す る こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 し で い

る，

　 B し1ssei3，ら は ， 96名 の ハ チ 過 敏 症 岩 に つ い て ，

honeybee
，
　wasp

自 ye｝low　jacket毒 を も っ て 皮内反 応，

RAST に よ る IgE 抗体 の 測 定を行 い ，皮 膚反応で は 高

い 陽性率 を 示 した が，RAST で は 44％ に 陽性 を み た に

す ぎな い ．

　 宮地
m

も英国 に お け る ミ ツ バ チ 過 敏症 者 で 皮 内反 応

陽 性率 は 88％，IgE−RAST 陽性率は 70％ と や や低 率 で

あ る こ と を 報 告 し て い る．

　本研究 で 同
一

の ハ チ 毒抗 原 を用 い て も RAST 陽性

率 は 皮内反 応陽性率 よ り低 く，ま た，各 ’・チ 毒抗 原 に

よ る RAST ス コ ア ー
と皮 内反 応 の 強 さ との 問 に は 有

意な 相関 を認 め な か っ た （図 2 ）．こ の 事実は 不 明 て あ

る が 次の よ うな可能性 が 考 え られ る． 1） RAST で の

附着 し うる 抗原が蛋白質 の み で あ り， ハ チ 毒中 に は 多

くの 多糖 類抗原な ど の disc に 附 着 し な い 抗 原 が存 在

し て い る
！3｝．2） 皮 膚組織 に存在する IgE 抗体 と 血 中

IgE 抗体 の 存在 とは 必ず し も
一．・

致 し な い
li ｝．3）抗原抗

体反 応 の 結 果遊離す る chemica1 ・mediators は 多 く の

factorに 依 存 し て い る
ls ）．4）即時 型反 応 が lgG｛short ・

term 　SenSitiZing 　antibOdy ） に よ る 可能性 L7 ♪IB，，な ど

が ある が 本研究 で は こ の 点 に 関す る 研究 を 設定 し な

か っ た ．

　 wasp 、　yello− ’jacket，　honeybee 毒間の 共通 抗原性．

種特 異 的抗原性 に つ い て 多 くの 研究 が 発表 され て い

る ．我 々 は RAST ，皮内反 応 の 強度閾値 の 相互 関係 か

ら wasp 毒抗 東 と yellow 　jacket毒抗原 と の 間 に 共 通

抗原 性が あ り，honeybee 毒抗原 と上 記 2 抗原 と の 間

に は RAST ，皮内反応で み る か ぎ り有 意 な相 関 が な

く，共 通 抗原 性 が な い か ，あ っ て も低 い こ と を認 め た．

以 上 の 結 果 に
一 致 し て Settipaneら 19 置や Reisman

ら
2の は wasp 抗 原 と yello“’jacket抗 原 に 共 通抗原 性

が 高 い こ と を 報 告 し て い る，ま た Findlay ら
4 ｝

，

Hoffman ：1〕，三 橋 ら
22 ）

は ヒ ス タ ミ ン 遊離反応や 毒抗原

分析．RAST な ど に よ り yellow 　jacket毒 と honeybee

毒と の 間 に 抗原性 の 差 の あ る こ と を 述べ て い る． こ れ

らの 結果は ，RAST 皮内反応 で 判定 す る か ぎ り野生 ハ

チ 過 敏 の 診 断 に は 野 生 ハ チ 毒を用 い る べ き こ とを示 し

て い る．以上 の 結果 に 反 し く 1   Oμ g！m1 濃度 の 抗原 を

用 い た 掻皮反応 で は ，honeybee 毒 抗原 で 過 敏 症者 群

に 高 い 陽 性 率 を 示 し．掻 皮 反 麻 閾 値 で み る と

honeybee と yelloiv　 jacketと の 間 に は 有意 で な い が

wasp と hQneybee 毒 抗原 と に 有 意な相関 が み ら れ た ．
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な ぜ掻 皮反応 を 用 い た 結 果 が
，

RAST ，皮 内反応 の 結

果 と 異 な り，honeybee 毒抗 原 で も過敏症 者群 に 陽 性

に 出 た か は 明 ら か で な い ． ハ チ 毒中 に は 多 くの 抗 原物

質があ り，部分的 に wasp ，　yellow　jacket，　honeybee 　i

抗原間 に 共通性が ある こ と が 報 告 さ れ て い る．事実

Jarischら23｝は honeybee毒 、　 wasp 毒 ，　 phospholipase −

A2
，
　melittin な ど の 抗 原 を用 い て honeybee 過敏者 な

ら び に wasp 過敏者 に RAST を 行 い ，　 honeybee 過敏

者 の 2！3に wasp 毒に 対す る IgE 抗体を 認め ，　 wasp 過

緻 者 の 50％以 上 に honeybee 過敏 の 存 在を 認 め て い

る．我 々 が用 い た 掻 皮 反 応 の トoneybee 毒 抗 原 濃度

1000μg〆ml は 共 通抗 原性 の ゆ え に 野 生 ハ チ 過 敏症 者

に も陽性を 示す の に 充分な濃度で ，正常者群 で は 非特

異的 陽性反応 を示 さな い 適切 な濃 度 で あ っ た と想豫 さ

れ る が ，野生 ハ チ 過融 の 発 見 に は wasp 毒 ま た は yd −

Iow 　jacket毒を 用 い る の が 適 当 で あ ろ う，

　 こ れ ら の 検 査 の 臨床上 の 有用 性 を 考 え る と病歴 ，皮

膚 反応 ，RAST で ハ チ ア レ ル ギ ーの 存在 が 明 ら か で あ

れ ぽ患 者 に シ ョ ッ ク の 危 険が あ る こ とを知 らせ
，

ハ チ

刺傷の 回 避 ， 必要があれば減感作を行 う
24＞． こ の 場 台

IgE 抗体 の 存在 は 将来 再 び ハ チ 刺傷 で の 全 身性 シ ョ ッ

ク を起 こ し う る こ とを示 す が ，皮 膚反応，RAST ，IgE

な ど の 結果 は直接 に は 将 来起 こ す症状 の 強 さ を予 見 し

な い 点 は 注意す べ きで ある
25 ）．

　本研究 に 用 い た ハチ 毒抗 原 は ス ウ ェ
ーデ ソ の 原産 の

wasp ，　ye】low　lacket，　honeybee の も の で あ り，本邦 の

同種 の ハ チ 毒 と共 通 性 の 程 度は 検査さ れ て い な い ．一

般 に 同
一属間 の 共 通 抗原性 が 高 い こ とが 報告 され て お

り
26，27）

，本研究 の ハチ 過敏症者は 野生 ハ チ 抗 原 に 対 し

高 い 陽 性反応を示 し て い る．

結　 論

　
ハチ 過敏症者群 と 正常者群 に つ い て wasp ，　 yellow

jacket，　honeybee 毒抗原を 用 い て ，掻皮反応，皮 内反

応，RAST を行 い ，こ れ らの 試験が 患者 の 診断 に どれ

だけ有効か ，ま た 皮膚 反応 に 用 い る 至適 抗原濃 度 を検

討 した，

　 1）掻 皮 反 応 に 用 い る 最適 ハ チ 毒抗原 濃度 は 1000

μg／ml で あ る． こ の 濃度 で は 正 常 者 群 は す べ て 陰性

で
， 過敏症老群 は 大部分陽 性 で あ っ た ．

　2）皮 内反応 に 用 い る 最適 ・・チ 毒抗原濃度は 1．0μ gl

ml で あ っ た．こ の 濃度 で は 正 常者群 は す べ て 陰性 で あ

り，過撤症者群 の 陽性率は wasp
，
　yellevv　jacket毒 抗

原で 80％−90％で ，弱陽性者を 加 え ると100％ に 達 した ．

honeybee 毒抗原で の 陽性率は 低 か っ た．

　 3） RAST で は 正常 者群 で す べ て 陰性 で あ り 過敏症

者 群 に お け る陽 性 率 は wasp 毒 抗 原 で 6  ％ ，
　 yellow

jacket毒抗原で 73．3％ で あ っ た ．　RAST 陽性 者 は す べ

て 過敏 症者で あり ， 対応す る抗原に よ る掻皮反応 （抗

原 濃度 100  μg／mD
， 皮 内反応 （抗原濃 度1．0μg！m1 ）に

陽性 を示 した、

　 4）以上 に よ り wasp ，　yeUow 　jacket毒 抗原 に よ る

掻皮反応 （抗原濃度 1000μ glmi ），皮内反応 （抗原濃度

LG
μglml ） な ら び に RAST は ・ ・チ 過 敏症 の 診 断 に 有

用 で あ る．

　 5）皮内反応，RAST の 結果 は wasp 毒抗 原 ，
　yellow

jacket毒抗原 の 問 の 共通 抗僚 性 の 存在 を示 し，前 2 者

抗原 と ミ ツ バ チ 毒抗原 と の 共通抗原 性 は低 い と 思 わ れ

た ．

　稿 を 終 る に あた り芻指導を 賜 っ た 元 獨 協 医 科大学 ア レ ル

ギ ー内科教授 　 石 崎達 先 生 ，ハ チ の 同 定 に 御 指 導 頂 い た 同

大学医動物学教授　山本久先生 な らび に 同 大 学 ア レ ル ギー

内科 の 諸先生方 の 御協力 に 深 く感謝 の 意 を 表 し ます ．な お

ハチ 毒抗原 を 提供 し て ドさ っ た 塩野義製薬株式会社 に 厚 く

御礼申 し 上 げ ま す．
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DIAGNOSIS  OF  HYMENOPTERA  HYPERSENSITIVIT\

       EVALUATIQN  BY  SKIN-TESTING  AND  RASTUPON

             Seiichiro Namai, Ryosuke Ikemori and  Sohei Makino
lkParitnent of Mbdic:'ne and  Ciinicat immunology; Doledyo Uitivarsit.v Schooi of imdicine

   Hypersensitivity reactions  fellowing sting  by fi ymenoPtera  are induced  by  IgE-mediated  anaphylactic  reactions,

   LTsing venom  antigens  ofwasps,  yeUow  jackets and  honeybee$. intracutaneous tests, scratch  tests  and  RAST  were

carried  out  en  14 normal  subjects  and  15 patients who  had had episodes  of  generalized anaphylactic  reactions  to
stinging  by l{ypmoptenz. The  aims  of  this study  were  to determine  the optimal  concentrations  of  antigens  te be used  in
skin-testing  to diagnose  the  h}persensit{vity, to evaluate  RAST  measurement  in the diagnose of  hyperseftsitivity, and

to inve$tigate the cross-reactivity  of  3 venom  antigens,

   1) On the  scratch  test, when  a  concentration  of  1000pg/ml  ef the antlgens  were  used,  all the  normal  sttbjects

showed  a  negative  response,  while  all except  3 of the hypersensitive subjects  showed  positive reaction

   2) On  the intracutaneous test, when  1.0 pg/ml  ef  the venom  antigens  were  used,  all  of the norrnal  subjects  showed

a  negative  response,  while  most  of the hypersensitive subiects  {100% in the case  of  wasp  venom  and  93.3% ln yellow
jacket) showed  positive response,  On  the other  hancl, positive responses  to honeybee venom  antigens  were  found in
40%ofthehypersensitivesubjects.

   3) Sixty and  73.3% respectively,  of  the hypersens{tive subjects  showed  a  pesitive response  on  Ri4ST te wasp  and

yellow jacket venom  antigens,  while  only  139h of the hypersensitive subjects  shewed  positive response  to hone>'bee
venom  antlgen.

   4) End points ef  intracutaneo-s tests with  wasp  and  yellow jacket venom  antigens  showed  significant  correlation.

suggesting  cress-reactivity  of  these  2 antigens.  However, there was  ne  signincant  correlation  either  between the
respanse  to wasp  and  honeybee  venom  antigens,  nor  between the  response  to yeUow  jacket and  honeybee venom  anti-

gens.

NII-Electronic  


